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序     文 

2005年4月29日、デリーにおける日印首脳会談において、両国首相は「日印グローバル・パー

トナーシップ強化のための8項目の取り組み」を通して両国のグローバル・パートナーシップ

を強化することに合意しました。また同時に、本邦技術活用制度（STEP）がインドにおける大

規模インフラプロジェクトを実施するための効果的整備手法の一つであるとの認識を共有し、

本邦技術・専門知識の支援を受けて本件調査を実施することについて確認しました。 

このような両国の理解を背景に、2005年7月、インド政府は優先順位の高い交通開発計画プ

ロジェクトとして幹線貨物鉄道建設計画（デリー～ムンバイ間及びデリー～ハウラー間）の事

業化可能性について我が国に技術協力を要請しました。 

この要請を受け、2005年10月、日本政府は独立行政法人国際協力機構（以下、JICA）を通じ

上記プロジェクトに必要な情報の収集・分析を行うための予備調査団を派遣し、JICAとインド

鉄道省との間で同プロジェクトの事業化可能性調査を協力して実施することについて同意が

取り交わされました。翌月、2005年11月に日本政府はその予備調査結果に基づき、“幹線貨物

鉄道輸送力強化計画調査（デリー～ムンバイ間及びデリー～ハウラー間）”の事業化可能性調

査の実施を決定しました。 

2006年2月にJICAは事前調査団を派遣し同調査の実施細則（S/W）の確認を行い、協議議事録

（M/M）を作成、インド鉄道省との間で署名を取交わしました。 

この実施細則に基づき、JICAは平成18年5月から日本工営株式会社の澁谷實氏を団長とし、

同社及び社団法人海外鉄道技術協力協会、株式会社パシフィックコンサルタンツインターナ

ショナルの3社から構成される調査団による本格調査を開始しました。 

本報告書は、平成18年5月から平成19年10月末までに同調査団が実施した調査について取り

まとめたものです。なお、本調査に先立ち、JICAは、日本貨物鉄道株式会社の岩沙克次特別顧

問を委員長とする国内支援委員会を設立しました。JICAに対する適確なご支援および関係省庁

との協議調整にもご尽力いただきました岩沙委員長、国内支援委員の皆様にこの場を借りて御

礼申し上げます。 

最後に、この調査報告書が本プロジェクトの推進に大いに寄与することを願いつつ、本調査

にご協力いただいた現地の方々その他関係各位に感謝申し上げます。 

 

平成19年10月 

独立行政法人 国際協力機構 

理事 橋本 栄治 



 

平成 19 年 10 月 

独立行政法人 国際協力機構 

 理事 橋本 栄治 殿 

 

伝 達 状 

 

謹啓、時下益々ご清栄の事とお慶び申し上げます。 

ここに「インド国 幹線貨物鉄道輸送力強化計画調査（エンジニアリング）」の最終報告

書を提出いたします。 

本報告書は、貴機構との契約に基づき、2006 年 5月より 2007 年 10 月末にかけて日本工営株

式会社、社団法人海外鉄道技術協力協会、および株式会社パシフィックコンサルタンツイン

ターナショナルからなる共同企業体が実施した調査成果を取りまとめたものです。本報告書は

事業実行可能性を検証するにあたり技術的妥当性、財政的実行可能性、および環境・社会面で

の持続可能性等の側面から検討結果を網羅致しました。 

本報告書の提出にあたり、諸般のご協力を賜った貴機構、国内支援委員会、外務省、在イン

ド日本大使館ならびにインド国鉄道省、カウンターパート・スタッフの方々に心からの謝意を

表するとともに、この報告書がインド国の発展に貢献することを祈念いたします。 

 

謹白 

 

幹線貨物鉄道輸送力強化計画調査 

共同企業体 

日本工営株式会社 

社団法人 海外鉄道技術協力協会 

株式会社パシフィックコンサルタンツインターナショナル 

団長  渋谷 實 
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プロジェクト概要 (全区間) 

細目 
No. 項目 

西回廊 東回廊 
対象区間 

0 
 

JNPT - Vasai Rd – Vadodara – 

Ahmedabad – Ajmer – Rewari 

- Dadri 

Sonnagar - Mughal Sarai – 

Kanpur – Khurja – Dadri、 

Khurja – Kalanaur - 

Dhandari Kalan(Ludhiana) 

区間延長 

1 
総延長 

- 複線区間 

- 単線区間 

1,468 km

1,468 km

-

1,309 km

883 km

426 km

縦断勾配 

- 最急勾配 1 : 200 (5/1000) 
2 

- ヤード内最急勾配 1 : 1200 (0.83/1000) 

1 : 400 (2.5/1000) やむを得ない場合 

標準仕様 

- ゲージ 1,676 mm 

- レール UIC 60 kg/m、 HH rail 

- 枕木 PC 1660 本/km、 本線部 

PC 1540 本/km、 副本線・側線 

- 分岐器 12 番マンガンクロッシング、PC 枕木または合成枕木。

重要度の低い側線は、8 1/2 番。 

- バラスト厚 300 mm  

- 最高速度 100 km/hr 

3 

- 列車と軸重 ウェルタイプダブルスタックコンテナ列車および最大

5800 トンの石炭列車等、軸重 25 トン 

盛土構造 (迂回区間) 

- 複線区間盛土幅 12.5 m 

- 法面勾配 2H: 1V 

- 複線区間切土幅 
14.9 m 

(11.9 m+1.5 m×2 側溝部を含む) 

- 切土勾配 1:1 

4 

- ブランケット厚 0.60 m 

 



細目 
No. 項目 

西回廊 東回廊 
曲線 

- 最急曲線 2.5 度 (曲線半径 700 m)5 

- 曲線補正 曲率 1 度あたり 0.04 %

車両限界 
6 

- 車両限界高 6.83 m 

建築限界 
7 

- 建築限界高 7.76 m  

軌道中心間隔 

DFC 軌道中心間隔 5.5 m 8 

既存線と DFC の軌道中心間隔 6.0 m 

橋梁 

- 設計荷重 軸重 30 ton, 荷重密度 12 ton/m 

- 重要橋梁延長 12,810m

(18 橋)

2,660m

(6 橋)

9 

- 主要橋梁延長 16,890 m 9,740m

交差道路 

- 跨道橋箇所数 

(迂回区間) 

133 79

- 踏切箇所数 505 368

- 跨線橋箇所数(架替) 27 8

10 

- 跨道橋箇所数(腹付区間) 357 202

交差線路 
11 

- フライオーバー箇所数 41 31

駅 

- ジャンクションステーシ

ョン 

9 駅 12 駅

- ターミナルステーション 3 駅 2 駅(Dadri を含まず)
12 

- クロッシングステーショ

ン 

  複線区間 

  単線区間 

32 駅

-

16 駅

36 駅

トンネル 

- トンネル箇所数 1 013 

- トンネル延長 4,000m -



細目 
No. 項目 

西回廊 東回廊 
必要取得用地 

- 軌道部 5,411 ha 2,832ha

- 跨線橋 44 ha 12 ha
14 

合計 5,455 ha 2,844 ha

迂回区間 
15 

- 区間延長 474 km 275 km

信号・通信システム 

- 信号システムのタイプ AF 軌道回路を用いた ATS 付自動信号システム 

- 閉塞区間長 標準部：1.5 km 

駅付近：1 km  

16 

- 通信システム GSM-R 

列車牽引方式 

- 機関車タイプ 電気機関車 電気機関車 

- 電化システム 25 kV AC
17 

- き電方式 AT き電(25kVx2)

概算事業費 (百万. Rs) 
- 建設費 164,655 110,540

- コンサルティングサービス費 5,432 3,419

- 物的予備費 10,079 7,356

- プライスエスカレーション 18,838 13,749

- 用地取得費 26,640 25,495

- 税金 2,234 1,326

- 一般管理費 10,599 7,235

- 建中金利 9,608 7,102

- 機関車調達費 39,334 36,217

18 

合計 287,420 212,437



細目 
No. 項目 

西回廊 東回廊 
列車運行システム 

- 運行タイプ 運転士 1 人体制 (ブレーキバン連結なし) 

- 最高速度 100 km/hr

- 線路容量 

 複線区間 

単線区間 

 

1 方向あたり 140 本/日 (保守間合 4 時間) 

1 方向あたり 25 本/日 (保守間合 4 時間) 

19 

- 列車長 686 m CSR 対応 

経済・財務評価 

- 内部経済収益率(EIRR) 14.09 % 15.26 % 20 

- 内部財務収益率(FIRR) 9.08 % 15.59 % 

経済波及効果 

- 生産波及効果 1,386 十億 Rs. 

- 粗付加価値波及効果 700 十億 Rs. 

- 政府への波及効果 22 十億 Rs. 

- 企業利益への波及効果 249 十億 Rs. 

21 

- 世帯への波及効果 372 十億 Rs. 

110 万人 

 



プロジェクト概要 (Phase I-a 区間) 

Details 
No. Description 

西回廊 東回廊 
対象区間 

0 
 

Vadodara – Ahmedabad – 

Ajmer - Rewari 

Mughal Sarai - Kanpur - 

Khurja 

区間延長 
1 

延長(Phase I-a 区間) 918 km 710 km

縦断勾配 

- 最急勾配 1 : 200 (5/1000) 
2 

- ヤード内最急勾配 1 : 1200 (0.83/1000) 

1 : 400 (2.5/1000) やむを得ない場合 

標準仕様 

- ゲージ 1,676 mm 

- レール UIC 60 kg/m、 HH rail 

- 枕木 PC 1660 本/km、 本線部 

PC 1540 本/km、 副本線・側線 

- 分岐器 12 番マンガンクロッシング、PC 枕木または合成枕木。

重要度の低い側線は、8 1/2 番。 

- バラスト厚 300 mm  

- 最高速度 100 km/hr 

3 

- 列車と軸重 ウェルタイプダブルスタックコンテナ列車および最大

5800 トンの石炭列車等、軸重 25 トン 

盛土構造 (迂回区間) 

- 複線区間盛土幅 12.5 m 

- 法面勾配 2H: 1V 

- 複線区間切土幅 
14.9 m 

(11.9 m+1.5 m×2 側溝部を含む) 

- 切土勾配 1:1 

4 

- ブランケット厚 0.60 m 

 



Details 
No. Description 

西回廊 東回廊 
曲線 

- 最急曲線 2.5 度 (曲線半径 700 m)5 

- 曲線補正 曲率 1 度あたり 0.04 %

車両限界 
6 

- 車両限界高 6.83 m 

建築限界 
7 

- 建築限界高 7.76 m  

軌道中心間隔 

DFC 軌道中心間隔 5.5 m 8 

既存線と DFC の軌道中心間隔 6.0 m 

橋梁 

- 設計荷重 軸重 30 ton, 荷重密度 12 ton/m 

- 重要橋梁延長 5,970m

(4 橋)

1,620m

(2 橋)

9 

- 主要橋梁延長 7,960m 2,200m

交差道路 

- 跨道橋箇所数 

(迂回区間) 

87 48

- 踏切箇所数 317 212

- 跨線橋箇所数(架替) 1 2

10 

- 跨道橋箇所数 

(腹付区間) 

207 110

交差線路 
11 

- フライオーバー箇所数 29 18

駅 

- ジャンクションステーシ

ョン 

21 駅 14 駅

- ターミナルステーション 

 

7 駅 8 駅
12 

- クロッシングステーショ

ン 

 

0 駅 0 駅

トンネル 
13 

- トンネル箇所数 0 0



Details 
No. Description 

西回廊 東回廊 
必要取得用地 

- 軌道部 3,329 ha 1,683ha

- 跨線橋 2 ha 6 ha
14 

合計 3,331 ha 1,689 ha

迂回区間 
15 

- 区間延長 292 km 153 km

信号システム 

- 信号システムのタイプ AF 軌道回路を用いた ATS 付自動信号システム 

- 閉塞区間長 標準部：1.5 km 

駅付近：1 km  

16 

- 通信システム GSM-R 

列車牽引方式 

- 機関車タイプ - 機関車タイプ - 機関車タイプ 

- 電化システム - 電化システム 
17 

- き電方式 - き電方式 

概算事業費 (百万. Rs) 
- 建設費 93,464 61,355

- コンサルティングサービス費 3,393 1,376

- 物的予備費 6,770 4,913

- プライスエスカレーション 12,653 9,182

- 用地取得費 16,339 15,143

- 税金 1,332 540

- 一般管理費 6,628 4,202

- 建中金利 6,222 4,597

- 機関車調達費 39,334 36,217

18 

合計 186,136 137,526



Details 
No. Description 

西回廊 東回廊 
列車運行システム 

- 運行タイプ 運転士 1 人体制 (ブレーキバン連結なし) 

- 最高速度 100 km/hr

- 線路容量 

 複線区間 

単線区間 

 

1 方向あたり 140 本/日 (保守間合 4 時間) 

1 方向あたり 25 本/日 (保守間合 4 時間) 

19 

- 列車長 686 m CSR 対応
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第1章 序論 

インドの主要都市である Mumbai、Delhi、Kolkata、Chennai を結ぶ回廊は「黄金の四角形

（Golden Quadrilateral）」と称され、インド経済の発展に欠かすことのできない最重要回廊

と位置づけられている。鉄道輸送はこの回廊において陸上輸送の重要な役割を担ってきた

が、インドの近年の急速な経済発展に伴う輸送需要の伸張に、鉄道輸送力増強が追いつか

ない状況を呈しており、抜本的な輸送力増強が課題となっている。この課題の解決の方向

性が 2005 年 4 月の日印首脳会談で協議され、その共同宣言において「日印双方は本邦技

術活用条件（STEP）制度を活用し、日本の技術と専門知識により、コンピューター制御

による高容量貨物専用線鉄道計画（Mumbai～Delhi 線/ Delhi ~Howrah 線）の実行可能性の

検討を行う」ことが確認された。2005 年 7 月にはインド国政府は日本政府に対して Delhi 

~Mumbai 間および Delhi ~Howrah 間の貨物新線(Dedicated Freight Corridor: DFC）整備に係

る開発調査の実施を要請した。2005 年 7 月に本要請に係る予備調査が、独立行政法人 国
際協力機構（JICA）により実施され、同年 11 月には日本政府が、JICA 開発調査による「イ

ンド国幹線貨物鉄道輸送力強化計画調査」の実施を決定した。これに基づき JICA は 2007

年 2 月に事前調査を実施し、本件協力に実施内容・工程に係る S/W、M/M の署名・交換

を行った。 

インド国幹線貨物鉄道輸送力強化計画調査(本調査)は 2006 年 6 月から現地調査が開始さ

れた。本調査の対象範囲は、日印双方が事前調査時の S/W で確認した以下の範囲である。 

1） DFC 西回廊： Jawaharlal Nehru Port Terminal (JNPT) – Dadri、Tuglakabad ICD までの

支線を含む 

2） DFC 東回廊： Sonnagar – Dhandarikalan (Ludhiana)、Khurja-Dadri 間の支線を含む 

インド国政府は DFC 東回廊を Sonnagar から Kolkata 地区の深海港地点まで延伸すること

を決定している。この延伸区間を本調査の対象に加えることについては調査団・鉄道省間

で調査期間中に協議されたが、DFC 東回廊が接続すべき Kolkata 地区の深海港地点が本調

査期間内にインド国政府により決定されなかったため、この延伸区間は本調査対象外とさ

れた。 

本調査は大きく以下の 3 つのタスクにより構成されている。 

タスク 0：輸送力強化のための基礎的検討 

タスク 1：貨物新線建設の最適案としての妥当性の検証 

タスク 2：貨物新線の実現可能性の検討 

調査団は 2007 年 10 月までに上記にかかわる調査内容をすべて終了し、それを最終報告書

として取りまとめた。本報告書は上記 3 つのタスクのうち、タスク 2 の調査結果のすべて

を包含している。 

最終報告書はこれまでに提出された以下レポートの内容およびそれに対する関係者から

のコメントを反映して取り纏められている。また、本報告書は、2007 年 9 月 18 日にイン

ド国鉄道省に提出したドラフト・ファイナル・レポートに対するコメントを同省から同年
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10 月 17 日に受領し、コメントを考慮して作成したものである。 

 

2006 年 6 月 インセプション・レポート ： 本調査の実施方針の説明 

2006 年 9 月 プログレス・レポート １ ： タスク 0 の全内容およびタスク１の

検討方針 

2006 年 12 月 インテリム・レポート １ ： タスク 0 の全内容およびタスク１の

中間調査結果 

2007 年 3 月 プログレス・レポート 2 ： タスク 0 およびタスク 1 の全内容お

よびタスク 2 の検討方針 
2007 年 7 月 インテリム・レポート 2 ： タスク 0 およびタスク 1 の全内容お

よびタスク 2 の中間調査結果 

2007 年 9 月 ドラフト・ファイナル・レポート ： タスク 0、タスク 1 およびタスク 2
の全調査結果 

本調査では、インド側が実施した Delhi - Mumbai、Delhi - Howrah 間の DFC 事業にかかわ

るフィージビリティ調査－RITES 社が実施した Premiminary Engineering-cum-Traffic Study

（PETS）調査－の内容をレビューするとともに、国際金融機関からの資金援助を前提に

した場合にその案件審査に必要でかつ PETS 調査に欠落している重大調査項目を補足し

ている。本調査で補足した主たる重大調査項目は以下の項目である。 

i) 貨物新線の最適案としての妥当性検証（タスク 1） 
ii) DFC に適用する主要技術オプションにかかわる比較検討 

iii) 環境社会配慮調査 

iv) 組織・制度および資金計画にかかわる調査 

v) 関連するインターモーダル施設整備にかかわる検討 
vi) プロジェクトの総合評価 

i)から iv)および vi) の項目は、説明するまでもなく国際機関の資金協力に当たって通常の

必要とされる検討項目である。v)は本プロジェクトで特段の留意を要する項目といえる。

本プロジェクトの目的はインド主要の生産および消費拠点である Delhi、Mumbai、および

Kolkata を結ぶ幹線輸送回廊の輸送力強化であるが、貨物新線はこの幹線輸送システムの

中では、その一部の役割－最重要な役割ではあるが－を担うに過ぎない。貨物新線そのも

のでは貨物輸送は完結せず、貨物新線が接続する鉄道フィーダー線、港湾、コンテナデポ、

道路整備等のインターモーダル関連施設との連携、が不可欠である。すなわち、関連する

インターモーダル施設の整備が本計画に織り込まれていないと、貨物新線建設に対する設

備投資が十分な投資効果を発揮しないことを意味する。 

このため本調査において得にインターモーダル輸送が問題となる西回廊のコンテナ輸送

を対称にして、インターモーダル整備にかかわる検討を実施しており、本報告書では DFC

の整備にあわせたインターモーダル施設の整備要件が提案されている。 

前述したように本報告書はタスク 2 に係る内容を取り纏めたものであり、タスク 0 および
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タスク 1 については、別途 Volume2 に調査結果が取りまとめられているので参照願いた

い。その他の報告書を含めて、本調査は以下の構成による報告書により調査結果全体が網

羅されている。 

 

Volume 1  要旨（タスク 0、タスク１＆タスク 2）/ 和文および英文 

Volume 2  最終報告書（タスク 0＆タスク 1） / 和文(要約)および英文 

Volume 3  最終報告書（タスク 2）/ 和文(要約)および英文 

Volume 4  別添 1 技術資料（Annex 1 Technical Working Papers）/ 英文（限定部数） 

Volume 5  別添 2 概略設計図面（Annex 2  Preliminary Design Drawings/英文（限定部数） 

 

Volume 2 および Volume 3 については英文版が正規版となっているので、留意願いたい。 

なお「インターモーダル物流戦略および評価手法に係るプロジェクト研究｣が別途プロジ

ェクト研究グループにより実施され、その結果が 2007 年 3 月にファイナル・レポートと

して提出されている。本報告書のインターモーダル整備に関する検討およびプロジェクト

評価にかかわる検討はこのプロジェクト研究の研究成果も活用して実施されている。 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2 章 RITES 調査（PETS-II）レビュー 
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第 3 章 貨物新線事業の整備シナリオの設定 
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図 3-1 段階整備検討のための区間分割図 

3.3.1 西回廊の区間分割 

西回廊は大きくは Dadri-Ahmedabad 区間（WA 区間）と Ahmedabad-JNPT 区間（WB 区間）

に分割し、以下のようにさらに再分割を行った。 

(1) Dadri-Ahmedabad 区間（WA 区間） 

本区間は Delhi 首都圏とインド東海岸とを直接リンクする区間とであり、この区間の貨物

新線の整備により Delhi 首都圏および Ludhiana を中心とするインド北部の工業・産業地帯

と Gujarat の港湾群（Pipavav 港、Mundora 港、Kandla 港）とを連結する戦略的物流ルート

が構築されることになる。 

事業実施上の地域的特性を考慮しこの区間は以下のように 4 区間に再分割する。 

1) Dadri－Rewari 間（W-A1） 

この区間は 120km 程度の新線区間となっておりトンネルの区間を有している。この

区間はトンネルの建設に起因する事業実施上のリスク要因を持っていること、また

Delhi 首都圏に位置しているため都市化が拡大していることから土地収用・住民移転

問題の発生が懸念されることから、区間を区分して検討するものとした。本区間は

貨物新線が既存の TKD、Dadri ICD にリンクするための区間であるので、本区間を

当初建設スコープから外す場合は貨物新線がリンクする他の ICDを確保する必要が

生じる。 
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表表表表 3-2 DFC西回廊各区間西回廊各区間西回廊各区間西回廊各区間のののの事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表 (1) （（（（需要面需要面需要面需要面およびおよびおよびおよび技術面技術面技術面技術面）））） 

No. 区間 
区間長 

(km) 

迂回 

区間 

迂回区

間長
(km) 

迂回路 

区間の割合 

需給逼迫 

時期 
基本設計の熟度 建設の難易度（架替を要する ROB） 

当該区間が建設されない場合に、 

必要となる措置 

W-A1 
Dadri - 
Rewari 

117 1 117 100 % 

2010年 

（Dadri – 

Ghaziabad Jn） 

 

【【【【路線計画路線計画路線計画路線計画】】】】トンネルトンネルトンネルトンネルをををを含含含含むためむためむためむため路線確定路線確定路線確定路線確定にはにはにはには追加追加追加追加のののの自然条件調査自然条件調査自然条件調査自然条件調査、、、、技技技技

術的検討術的検討術的検討術的検討、、、、EIAがががが必要必要必要必要でででで、、、、これらにはこれらにはこれらにはこれらには 2年以上年以上年以上年以上のののの期間期間期間期間をををを要要要要するするするする 

【停車場計画】Rewari J/S 最終形は、トンネルルート検討の結果及び

Delhi 都市圏 ICD計画に基づいて見直す必要がある 

【重要橋梁】 Yamuna River Bridge/橋長 370m 

総数：         TKDへのへのへのへの枝線枝線枝線枝線にににに 5箇所箇所箇所箇所 

架替困難な ROB： 上記 5箇所 

・Rewari-Delhi間の新 ICDの開設 

・Delhi Cantt.-Brar Square間の短絡線の建設

（TKD、Dadri との接続改良） 

・ Rewari- Brar Square/Pateｌ Nagar間の電化 

W-A2a 
Rewari - 

Ajmer 
290 3 49 17 % 2010年 

【路線計画】Ringas, Phulere, Kishangarhの迂回区間のルート検討を要す

が、本年中に確定できる見込み 

【停車場計画】第 1期暫定案は本年中に確定できる見込み 

【重要橋梁】 なし 

総数：         なし 

架替困難な ROB： なし 

 

Ajmer-Phulera-Ringas-Rewari 間 の Gauge 

Conversion の完成（Ajmer-Rewari 間既存線

の実質複線化） 

W-A2b 
Ajmer - 
Palanpur 

368 1 36 10 % 2010年 

【路線計画】Ajmer, Palanpur の迂回区間のルート検討を要するが、本年

中に確定できる見込み 

【停車場計画】第 1期暫定案は本年中に確定できる見込み 

【重要橋梁】 なし 

総数：         なし 

架替困難な ROB： なし 

 

既存線の複線化 

W-A3 
Palanpur – 

Ahmedabad 
124 1 71 57 % 2010年 

【路線計画】Ahmadabad-Mahesana 間の迂回のルート検討を要するが、

本年中に確定できる見込み 

【停車場計画】第 1期暫定案は本年中に確定できる見込み 

【重要橋梁】 Saraswati River Bridge/橋長 330m 

総数：         なし 

架替困難な ROB： なし 

 

既存線の複線化 

W-B1 
Ahmedabad - 

Vododara 
136 1 136 100 % 2010年 

【路線計画】Vasad 付近を迂回に変更するルート検討を要するが、本年

中に確定できる見込み 

【停車場計画】Mumbai/JNP方既存線との分岐を含むMakarpura J/Sの

第 1期暫定案（立交可能）は本年中に確定できる見込み 

【重要橋梁】 

1. Sabarmati River Bridge/橋長 2800m, 2. Sabarmati River2 Bridge/橋長

2290m, 3. 3. Mahi River Bridge /橋長 550m 

総数：         なし 

架替困難な ROB： なし 

 

信号改良、停車場改良による既存線の輸送

力増強（特に Vadodaraの構内改良） 

W-B2 
Vadodara – 

Vasai Rd. 
344 2 65 19 % 2010年 

【路線計画】・Myagam Karjan付近：既存 ROBの架替え／迂回に対する

詳細な現地調査と検討を要す ・Surat 迂回路は詳細な現地調査と検討

を要す ・・・・Surat-Virar間間間間：：：：７７７７箇所箇所箇所箇所のののの既存既存既存既存ROBやややや交通量交通量交通量交通量のののの多多多多いいいい踏切踏切踏切踏切がががが集集集集

中中中中しているしているしているしている区間区間区間区間もありもありもありもあり迂回路案迂回路案迂回路案迂回路案もももも含含含含めてめてめてめて見直見直見直見直しがしがしがしが必要必要必要必要 ・・・・Viraｒｒｒｒl-Vasai 

Rd.間間間間：：：：市街地市街地市街地市街地のののの架替架替架替架替 ROB がががが２２２２箇所箇所箇所箇所＋＋＋＋スコッタースコッタースコッタースコッター問題問題問題問題によりによりによりにより別線案別線案別線案別線案をををを含含含含

めてめてめてめて抜本的見直抜本的見直抜本的見直抜本的見直しがしがしがしが必要必要必要必要 

【停車場計画】・Vasai Rd J/S大幅な見直し必要・Gotahngam J/Sは Surat

の迂回ルート変更に伴い大幅な見直しが必要 

【重要橋梁】 

1. Narmada River Bridge/橋長 1,447m,  2. Tapi River Bridge/橋長 854m, 

3. Mindhola River Bridge/橋長 274m 4. Navsari River Bridge/橋長 411m, 

5. Ambika River(North) Bridge/橋長 274m, 6. Ambika River(Center) 

Bridge/.橋長 274m, 7. Ambika River(South) Bridge/橋長 228m, 8. Varsad 

River Bridge/ 橋 長 320m2, 9. Par River Bridge/ 橋 長 320m, 10. 

Damanganda River Bridge/ 橋 長 366m, 11. Vatiuruna River(North) 

Bridge/橋長 518m, 13. Vatiuruna River(South) Brige/橋長 463m 

総数：         10箇所 

架替困架替困架替困架替困難難難難なななな ROB：：：：        7箇所箇所箇所箇所 

1.Vasad（（（（市街地市街地市街地市街地はずれにあるもはずれにあるもはずれにあるもはずれにあるも土地収用困難土地収用困難土地収用困難土地収用困難）））） 

2.Vapi（（（（市街地市街地市街地市街地にににに位置位置位置位置しししし全長全長全長全長 2km、、、、2車線車線車線車線）））） 

3.Dahanu Road （（（（市街地市街地市街地市街地にににに位置位置位置位置しししし 2車線車線車線車線）））） 

4.Boisar （（（（市街地市街地市街地市街地にありにありにありにあり 4車線車線車線車線）））） 

5.Virar （（（（市街地市街地市街地市街地にありにありにありにあり土地収用困難土地収用困難土地収用困難土地収用困難・・・・新新新新 ROB 建設建設建設建設

中中中中）））） 

6.Nara Sopala （（（（市街地市街地市街地市街地にありにありにありにあり土地収用困難土地収用困難土地収用困難土地収用困難）））） 

7.Vasai Road （（（（市街地市街地市街地市街地にありにありにありにあり土地収用困難土地収用困難土地収用困難土地収用困難） 

 

信号改良、停車場改良による既存線の輸送

力増強 

W-B3 
Vasai Rd. - 
JNPT 

89 0 0 0 % 2020年年年年 

【【【【路線計画路線計画路線計画路線計画】】】】・・・・このこのこのこの区間区間区間区間はははは地形的起伏地形的起伏地形的起伏地形的起伏がががが激激激激しくしくしくしく、、、、都市化都市化都市化都市化もももも進行進行進行進行しておりしておりしておりしており用用用用

地地地地もももも限限限限られてられてられてられていいいいるのでるのでるのでるので広範囲広範囲広範囲広範囲のののの地形測量地形測量地形測量地形測量にもとづくにもとづくにもとづくにもとづくルートルートルートルート検討検討検討検討がががが必要必要必要必要。。。。 

・・・・ Panvel付近付近付近付近ではではではではトンネルトンネルトンネルトンネルとせざるをとせざるをとせざるをとせざるを得得得得ないないないない可能性可能性可能性可能性ありありありあり 

【重要橋梁】Ulhas River Bridge/橋長 533m 

総数：         12箇所 

架替困難架替困難架替困難架替困難なななな ROB：：：：     5箇所箇所箇所箇所 

1.Kopar RD (国道国道国道国道 3号線号線号線号線のののの 2橋橋橋橋・・・・交通量大交通量大交通量大交通量大・・・・大規模添大規模添大規模添大規模添

架管架管架管架管 ), 2.Navede RD （（（（ 市街地市街地市街地市街地 にににに 位置位置位置位置 しししし 2 車線車線車線車線 ））））

3.Kalamboli （（（（市街地市街地市街地市街地にににに位置位置位置位置しししし 4 車線車線車線車線））））, 4.Panvel JN 

（（（（市街地市街地市街地市街地にににに位置位置位置位置しししし 2 車線車線車線車線））））, 5.JNPT （（（（市街地市街地市街地市街地はずれにはずれにはずれにはずれに

あるあるあるある延長約延長約延長約延長約 2km4車線車線車線車線のののの大規模大規模大規模大規模 ROB）））） 
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表表表表 3-2 DFC西回廊各区間西回廊各区間西回廊各区間西回廊各区間のののの事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表 (2) （（（（環境面環境面環境面環境面）））） 

社会環境面の評価 自然環境面の評価 

No. 区間 
区間長 
(km) 

鉄道用地取得面積、架け替えが必要な ROB用地取

得面積、およびその取得難易性 

住民移転が発生する箇所 

および移転規模 

スコッター問題が発生する

箇所および影響規模 

(戸数) 

影響を受ける 

自然保護地区/保護林等 

その他自然環境上の 

留意事項 

W-A1 
Dadri - 

Rewari 
117 

ROB用地買収面積: 31 ha 

鉄道用地買収面積：387 ha 

新設区間新設区間新設区間新設区間はははは首都圏首都圏首都圏首都圏のののの肥沃肥沃肥沃肥沃なななな農村地帯農村地帯農村地帯農村地帯でありでありでありであり、、、、用地収容費用地収容費用地収容費用地収容費

用用用用がががが嵩嵩嵩嵩むむむむ。。。。またまたまたまた、、、、TKD 接続区間接続区間接続区間接続区間はははは都市化都市化都市化都市化がかなりがかなりがかなりがかなり進行進行進行進行しししし

ておりておりておりており用買用買用買用買はきわめてはきわめてはきわめてはきわめて困難困難困難困難。 

Reari－Dadri間：約 180戸 

TKD 接続区間接続区間接続区間接続区間：：：：一般家屋約一般家屋約一般家屋約一般家屋約 250 戸戸戸戸ほほほほ

かかかか商業施設商業施設商業施設商業施設のののの取取取取りりりり壊壊壊壊しししし多数多数多数多数。。。。 

 

TKD接続区間接続区間接続区間接続区間：：：：約約約約 1,250戸戸戸戸 Haryana 州南部州南部州南部州南部のののの Aravalli 山地山地山地山地のののの Eco-sensitive 

Area 内内内内であるであるであるである Sohna 市南側市南側市南側市南側においてにおいてにおいてにおいて丘陵部丘陵部丘陵部丘陵部からのからのからのからの

約約約約 100ｍｍｍｍ断崖断崖断崖断崖ををををトンネルトンネルトンネルトンネルとととと橋梁橋梁橋梁橋梁によってによってによってによって通過通過通過通過するするするする計画計画計画計画

でありでありでありであり、、、、それにそれにそれにそれに伴伴伴伴いいいい丘陵農耕地丘陵農耕地丘陵農耕地丘陵農耕地でのでのでのでの地下水低下地下水低下地下水低下地下水低下のののの影影影影

響響響響がががが予想予想予想予想されるされるされるされる。。。。 

沿線沿線沿線沿線のののの立木立木立木立木がががが路線路線路線路線、、、、施設施設施設施設のののの建設伐採建設伐採建設伐採建設伐採のののの影響影響影響影響をををを受受受受けけけけ

るるるる。。。。 

2007年度、Aravalli山地にかかる区間の

計画について IEE level の調査を実施

する予定である。 

重要河川（Yamuna川）を通過する。 

 

W-A2a 
Rewari - 

Ajmer 
290 

ROB用地買収面積: 441 ha 

鉄道用地買収面積：496ha 

非肥沃な乾燥地域であり用買は比較的容易。 

DFC並行区間：約 85戸（中間都市部） Khori駅：約 25戸 腹付け区間の近隣（既存線より左右 1km 以内）に 12

箇所の保護林があり、貨物新線の建設により立木伐

採の影響を受ける可能性がある。既存線と平行方向

での森林の切片の総延長は、約 12.2kmである。 

沿線の立木が路線、施設の建設伐採の影響を受け

る。 

実際に、通過する森林を確定し、現地に

おいて抽出により立木の測定を行う。 

沿線の立木の状況は、ビデオ解析、現

地調査により算定する。 

W-A2b 
Ajmer - 

Palanpur 
368 

ROB用地買収面積: 413 ha 

鉄道用地買収面積：413 ha 

非肥沃な乾燥地域であるので用地買収は比較的容易であ

ると考えられる。 

DFC並行区間：約120戸（中間都市部） なし Balaram Ambaji野生生物保護区の西端 2.4kmを腹

付けにより通過する計画である。 

腹付け区間の近隣（既存線より左右 1km 以内）に 6

箇所（1箇所は保護区内）の保護林と４箇所の保全林

があり、貨物新線の通過により立木伐採の影響を受

ける可能性がある。 

沿線の立木が路線、施設の建設伐採の影響を受け

る。 

実際に、通過する森林を確定し、現地に

おいて抽出により立木の測定を行う。 

沿線の立木の状況は、ビデオ解析、現

地調査により算定する。 

W-A3 
Palanpur – 

Ahmedabad 
124 

ROB用地買収面積: 155 ha 

鉄道用地買収面積：986ha 

迂回路は都市部郊外に位置する肥沃な農地を通過してお

りして用買費用は嵩む。 

Ahmedabad－Mahesana 間の迂回路：

30戸 

 

なし 沿線の立木が路線、施設の建設伐採の影響を受け

る。 

沿線の立木の状況は、ビデオ解析、現

地調査により算定する。 

重要河川（Saraswati 川）を通過する 

W-B1 
Ahmedabad - 

Vododara 
136 

ROB用地買収面積: 47 ha 

鉄道用地買収面積：815ha 

全線迂回路となっているが、都市郊外の肥沃な土地を通

過し用買費用は嵩む。 

迂回路区間：約 50戸 なし 沿線の立木が路線、施設の建設伐採の影響を受け

る。 

沿線の立木の状況は、ビデオ解析、現

地調査により算定する。 

重要河川（Sabarmati 川 , Mahi 川）を通

過する。 

W-B2 
Vadodara – 

Vasai Rd. 
344 

ROB用地買収面積: 386 ha 

鉄道用地買収面積：1036ha 

路線沿いの都市化の規模が大きく都市部・駅周辺では難

航が予想される。 

市街地市街地市街地市街地のののの架替架替架替架替 ROB 建設建設建設建設のためのためのためのため用地買収用地買収用地買収用地買収もももも相当規模相当規模相当規模相当規模になになになにな

りきわめてりきわめてりきわめてりきわめて困難困難困難困難。。。。 

DFC並行区間並行区間並行区間並行区間：：：：    Vasai Rd/70 戸戸戸戸.、、、、Nala 

Sopara/170 戸戸戸戸、、、、Virar/30 戸戸戸戸、、、、Palghar/10

戸戸戸戸、、、、Boisar/10 戸戸戸戸、、、、Vangaon/12 戸戸戸戸、、、、

Dungri/12 戸戸戸戸、、、、Navsari/5 戸戸戸戸、、、、Maroli/38 戸戸戸戸、、、、

Sachin/10 戸戸戸戸、、、、Sayan/13 戸戸戸戸、、、、Kim/10 戸戸戸戸、、、、

Kosamba/5 戸戸戸戸、、、、Ankleshwar/15 戸戸戸戸、、、、

Myangam Karjan/10 戸戸戸戸、、、、Itola/10 戸戸戸戸、、、、そのそのそのその

他他他他 10 戸戸戸戸 

ROB：：：：Vasai Rd/20 戸戸戸戸、、、、Nala Sopara/20 戸戸戸戸、、、、

Virar/30 戸戸戸戸、、、、Boisar/20 戸戸戸戸、、、、Dahanu Rd/3

戸戸戸戸、、、、Vapi/150 戸戸戸戸 

Vasai Rd/ 20戸戸戸戸、、、、Nala 

Sopara/32戸戸戸戸、、、、Virar/80戸戸戸戸、、、、

Palghar/150戸戸戸戸、、、、Boisar/80戸戸戸戸、、、、

Vangaon/9戸戸戸戸、、、、Umargaon/17

戸戸戸戸、、、、Pardi/12戸戸戸戸、、、、Bilimora/12

戸戸戸戸、、、、Navsari/60戸戸戸戸、、、、Maroli/50

戸戸戸戸、、、、Myangam Karjan/30戸戸戸戸、、、、

そのそのそのその他他他他/10戸戸戸戸 

腹付け区間の近隣（既存線より左右 1km 以内）に 4

箇所の保全林があり、貨物新線の通過により立木伐

採等の影響を受ける可能性がある。既存線と平行方

向での森林の切片の総延長は、約７.0kmである。 

沿線の立木が路線、施設の建設伐採の影響を受け

る。 

実際に、通過する森林を確定し、現地に

おいて抽出により立木の測定を行う。 

重要河川（Vaitarna川, Daman Ganga川, 

Par川, Auranga川,Kaveri川, Ambika

川,N.Poorna川, Mindhola川, Tapi

川,Narmada川）を通過する。 

 

W-B3 
Vasai Rd. - 

JNPT 
89 

ROB用地買収面積: 78ha 

鉄道用地買収面積：123ha 

Panvel Jn.駅近辺及び Dombivli駅付近では用地買収が困

難であると考えられる。 

DFC並行区間：50戸 

ROB:： JNPT-Panvel Jn駅間の 6箇所

ROBのうち 1箇所で発生。規模不明。 

 

Dombivli 駅駅駅駅/約約約約 430 戸戸戸戸(2 箇箇箇箇

所所所所)、、、、 Panvel駅駅駅駅/15戸戸戸戸 

 

腹付け区間の近隣（既存線より左右 1km 以内）に 3

箇所の保護林があり、貨物新線の通過により立木伐

採等の影響を受ける可能性がある。既存線と平行方

向での森林の切片の総延長は、約 2.0kmである。 

追加の測定作業は行わない。 

重要河川(Ulhas川)を通過する。 

注） 上表の情報は、IEE レベルの環境社会配慮調査（ESCS）結果に基づく。
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表表表表 3-3 DFC東回廊各区間東回廊各区間東回廊各区間東回廊各区間のののの事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表 (1) （（（（需要面需要面需要面需要面およびおよびおよびおよび技術面技術面技術面技術面）））） 

No. 区間 
区間長 

(km) 

迂回

区間 

迂回 

区間長
(km) 

迂回路区

間の割合 

需給逼迫 

時期 
基本設計の熟度 建設の難易度（架替を要する ROB） 

当該区間が建設されない場合に、 

必要となる措置 

E-A1 

Mughal. Sarai 

– 

Kanpur 

322 1 26 8% 2010年 

【路線計画】Allahabad の迂回区間のルート検討および Meha Rd 付近の

既存 ROBの架替／迂回の検討を要するが、本年中に確定できる見込み 

【停車場計画】Jeonathpur（Mughal Sarai Jn.西部）を含む第 1期暫定案は

本年中に確定できる見込み 

【重要橋梁】 

1. Ton River Bridge/橋長 457m 

2. Yamuna River Bridge/橋長 1,159m 

総数：         2箇所 

架替困難な ROB： 1箇所 

Jeonathpur  (近傍に用水路。DFC路面が上昇) 

信号改良、停車場改良による既存線の輸

送力増強 

E-A2 
Kanpur – 

Khurja 
388 5 127 33 % 2010年 

【路線計画】Kanpur, Etawah, Aligarh の迂回区間のルート検討を要する

が、本年中に確定できる見込み 

【停車場計画】第 1期暫定案は本年中に確定できる見込み 

【重要橋梁】 なし 

 

総数：         なし 

架替困難な ROB： なし 

 

信号改良、停車場改良による既存線の輸

送力増強 

E-A3 Khurja - Dadri 46 0 0 0 % 2015年 

【路線計画】本年中に確定できる見込み 

【停車場計画】第 1期暫定案は本年中に確定できる見込み 

【重要橋梁】 なし 

総数：         なし 

架替困難な ROB： なし 

 

信号改良、停車場改良による既存線の輸

送力増強 

E-B 
Son Nagar -   

Mughal Sarai 
127 0 0 0 % 2015年 

【路線計画】Mughal Sarai J/S の配置計画がこの区間の路線計画の決定

要素となるため、更なる技術的検討が必要 

【【【【停車場計画停車場計画停車場計画停車場計画】】】】Mughal Sarai J/Sはははは接続接続接続接続するするするする既存線既存線既存線既存線がががが多多多多くくくく、、、、きわめてきわめてきわめてきわめて複雑複雑複雑複雑

でありでありでありであり, かつかつかつかつ迂回迂回迂回迂回ルートルートルートルートのののの選定選定選定選定がががが関係関係関係関係するのでするのでするのでするので、、、、計画確定計画確定計画確定計画確定にはにはにはには追加的調追加的調追加的調追加的調

査査査査・・・・検討検討検討検討がががが必要必要必要必要 

【重要橋梁】 なし 

総数：         2箇所 

架替困難架替困難架替困難架替困難なななな ROB：：：：    2箇所箇所箇所箇所しししし 

1. Sasaram JN （（（（市街地市街地市街地市街地にありにありにありにあり土地収用困難土地収用困難土地収用困難土地収用困難）））） 

2. Bhabhua RD （（（（市街地市街地市街地市街地にありにありにありにあり土地収用困難土地収用困難土地収用困難土地収用困難）））） 

信号改良、停車場改良による既存線の輸

送力増強 

E-C1 
Khurja - 

Kalanaur 
242 3 50 21 % 

1. 2010年 

(並行既存線) 

2. 2015年 

（Delhi – Ambala 間） 

【【【【路線計画路線計画路線計画路線計画】】】】Hapur, Meerut, Muzaffarnagar, Saharanpurのののの迂回迂回迂回迂回ルートルートルートルート

検討検討検討検討およびおよびおよびおよび３３３３箇所箇所箇所箇所のののの既存既存既存既存 ROB架替架替架替架替／／／／迂回迂回迂回迂回のののの詳細調査必要詳細調査必要詳細調査必要詳細調査必要 

【停車場計画】DFC Mughal Sarai 方と既存線 Saharanpur 方を結ぶ

Khurja J/S第 1期暫定案は本年中に確定できる見込み 

【重要橋梁】 なし 

総数：         2箇所し 

架替困難な ROB： 1箇所 

Muzaffar Nagar（市街地にあり土地収用困難） 

信号改良、停車場改良による既存線の輸

送力増強 

E-C2 
Kalanaur – 

Dhandorikalan 
184 4 72 39 % 2010年 

【【【【路線計画路線計画路線計画路線計画】】】】沿線沿線沿線沿線にににに都市部都市部都市部都市部がががが発達発達発達発達しておりしておりしておりしており、、、、都市部都市部都市部都市部のののの既存既存既存既存 ROB がががが４４４４箇所箇所箇所箇所

あることあることあることあること、、、、用地取得用地取得用地取得用地取得にににに伴伴伴伴ううううスコッタースコッタースコッタースコッター問題問題問題問題があることからがあることからがあることからがあることから、、、、別線案別線案別線案別線案をををを含含含含めてめてめてめて

抜本的見直抜本的見直抜本的見直抜本的見直しがしがしがしが必要必要必要必要 

【停車場計画】路線計画の見直しに合せて位見直しが必要 

【重要橋梁】 

1. Yamuna River Bridge/橋長 488m 

2. Chaudah Dara River Bridge/橋長 98m 

3. Markanda River Bridge/橋長 274m 

4. Tangri River Bridge/橋長 182m 

 

総数：         4箇所し 

架替困難架替困難架替困難架替困難なななな ROB：：：：    3箇所箇所箇所箇所 

1. Tandwal （（（（市街地市街地市街地市街地にあるにあるにあるにある、、、、大規模橋梁大規模橋梁大規模橋梁大規模橋梁）））） 

2. Khanna （（（（市街地市街地市街地市街地にあるにあるにあるにある、、、、大規模橋梁大規模橋梁大規模橋梁大規模橋梁）））） 

3. Dhandri Kalan（（（（市街地市街地市街地市街地にあるにあるにあるにある、、、、大規模橋梁大規模橋梁大規模橋梁大規模橋梁）））） 

 

信号改良、停車場改良による既存線の輸

送力増強 
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表表表表 3-3 DFC東回廊各区間東回廊各区間東回廊各区間東回廊各区間のののの事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表事業実施可能条件評価表 (2) （（（（環境面環境面環境面環境面）））） 

社会環境面の評価 自然環境面の評価 
No. 区間 

区間長 
(km) 

鉄道用地取得面積、架け替えが必要な ROB用

地取得面積、およびその取得難易性 

住民移転の発生する箇所 

および移転規模 

スコッター問題の発生する

箇所および影響規模(人数) 

影響を受ける 

自然保護地区/保護林等 

その他自然環境上の 

留意事項 

E-A1 
Mugal. Sarai – 

Kanpur 
322 

ROB用地買収面積: 386 ha 

鉄道用地買収面積: 693 ha 

肥沃な農村地帯であるので、用買費用は嵩む。 

並行区間・迂回路：約 65戸 

ROB： Ahraura Rd駅周辺/2戸、)Mizapur

駅周辺/3戸、Meha Rd駅/ 5戸、 

並行区間では約 25戸。 

 

 

腹付け区間の近隣（既存線より左右 1km以内）に

3 箇所の保全林があり、貨物新線の建設により立

木伐採等の影響を受ける可能性がある。既存線

と平行方向での森林の切片の総延長は、約

16.5kmである。 

沿線の立木が路線、施設の建設伐採の影響を受

ける。 

実際に、通過する森林を確定し、現地にお

いて抽出により立木の測定を行う。 

重要河川（Tonse 川、Yamuna 川）を通過す

る。 

沿線の立木の状況は、ビデオ解析、現地調

査により算定する。 

E-A2 
Kanpur – 

Khurja 
388 

ROB用地買収面積: 316 ha 

鉄道用地買収面積: 603 ha 

肥沃な農村地帯であるので、農地の買収は都市部と

共に困難が予想される。 

 

並行区間・迂回路約 450戸。 

ROB： 移転対象なし 

なし 

 

腹付け区間の近隣（既存線より左右 1km以内）に

5 箇所の保護林があり、貨物新線の建設により立

木伐採の影響を受ける可能性がある。既存線と

平行方向での森林の切片の総延長は、約 2.7km

である。 

沿線の立木が路線、施設の建設伐採の影響を受

ける。 

実際に、通過する森林を確定し、現地にお

いて抽出により立木の測定を行う。 

沿線の立木の状況は、ビデオ解析、現地調

査により算定する。 

 

E-A3 Khurja - Dadri 46 

ROB用地買収面積: 23 ha 

鉄道用地買収面積：49ha 

都市化進行中の地域であるので、用地買収は困難。 

並行区間：約 45戸 

 

なし 沿線の立木が路線、施設の建設伐採の影響を受

ける。 

特になし 

沿線の立木の状況は、ビデオ解析、現地調

査により算定する。 

EB 
Son Nagar -   

Mughal Sarai 
127 

ROB用地買収面積: 126 ha 

鉄道用地買収面積： 221 ha 

肥沃な農村地帯であるので、農地の買収は都市部と

共に困難が予想される。 

並行区間：約 45戸 

迂回路区間：線形不確定のため不明 

なし 沿線の立木が路線、施設の建設伐採の影響を受

ける。 

重要河川（Son川）を通過する 

E-C1 
Khurja - 

Kalanaur 
242 

ROB用地買収面積: 183 ha 

鉄道用地買収面積：482ha 

工業地帯と肥沃な農村地帯が混在しているため、都

市部や道路に近い部分の用地買収は困難が予想さ

れる。 

並行区間・迂回路、約 120戸 なし 腹付け区間の近隣（既存線より左右 1km以内）に

１箇所の保全林があり、貨物新線の建設により立

木伐採の影響を受ける可能性がある。既存線と

平行方向での森林の切片の総延長は、約 0.5km

である。 

実際に、通過する森林を確定し、現地にお

いて抽出により立木の測定を行う。 

重要河川(Yamuna川、Chandah川、

Markanda川、Tangri川) 

E-C2 
Kalanaur – 

Dhandorikalan 
184 

ROB用地買収面積: 136 ha 

鉄道用地買収面積：306ha 

工業地帯と肥沃な農村地帯が混在しているため、都

市部や道路に近い部分の用地買収は困難が予想さ

れる。 

並行区間・迂回路：約 260戸。 なし 腹付け区間の近隣（既存線より左右 1km以内）に

１箇所の保全林があり、貨物新線の建設により立

木伐採の影響を受ける可能性がある。既存線と

平行方向での森林の切片の総延長は、約 0.5km

である。 

実際に、通過する森林を確定し、現地にお

いて抽出により立木の測定を行う。 

注） 上表の情報は、IEE レベルの環境社会配慮調査（ESCS）結果に基づく。 
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3.5 各区間を組み合わせた段階整備シナリオの設定 

3.5.1 各区間の事情実施可能条件の技術的総合評価 

段階整備シナリオを策定にあたり、各区間の事業実施可能条件にかかわる特性を総合的に

評価し、各区間を以下の 3 つのカテゴリーに分類した。 

カテゴリーA： 短中期的需給の逼迫状況があり、近未来時点の事情実施にあたって技

術的側面からの問題が無いか軽微な区間 

カテゴリーB： 短中期的需給の逼迫状況がみとめられるものの、近未来時点の事情実

施の観点からは技術的側面から致命的問題があり、事業実施可能な環

境整備にはまだ時間を要すると考えられる区間 

カテゴリーC： 短中期的需給の逼迫状況が認められない区間。 

上記評価を DFC 西回廊と東回廊について取りまとめた結果を表 3-4 と表 3-5 にそれぞれ

示す。 

なお、踏切立体化は事業から除外する。 

表 3-4 西回廊各区間の事業実施可能条件に関する技術的妥当性評価 

No. 区間 
区間長 
（km） 

カテゴリー 
評価結果 評価の主たる理由 

W-A1 
Dadri 

– Rewai 
117 B 

Delhi 地区の需給逼迫状況を緩和する効果があるが、トンネル

部分およびTKD接続線の既存ROB対策の設計、EIAに相当

の時間を要し、近い将来での工事着工は不可能である。 

W-A2a 
Rewari 
–Ajmer 

290 A 

2010 年に既存線の需給が逼迫する。低開発地域を基本的に

既存線並行で DFC は建設され、ガイドライン・デザイン通りに

概略設計がなされれば技術的にも環境的にも大きな障害は無

く、本年中に EIA もクリアー可能と思われる 

W-A2b 
Ajmer 

–Palanpur 
368 A 同上 

W-A3 
Palanpur– 

Ahmedabad 
124 A 

2010 年に既存線の需給が逼迫する。区間の約 50％が迂回区

間となっており、これにより市街地を回避している。ガイドライ

ン・デザイン通りに概略設計がなされれば技術的にも環境的に

も大きな障害は無く、本年中に EIA もクリアー可能と思われる 

W-B1 
Ahmedabad 
–Vadodara 

136 A 

2010年に既存線の需給が逼迫する。区間全てが迂回区間とな

っており、これにより市街地を回避している。ガイドライン・デザ

イン通りに概略設計がなされれば技術的にも環境的にも大き

な障害は無く、本年中に EIA もクリアー可能と思われるが、長

大橋梁の設計については特に確認を要する。 

W-B2 
Vadodara 

–Vasai Rd. 
344 B 

2010 年に既存線の需給が逼迫する。既存線並行区間で市街

地に位置する建設困難な架替え ROB が 7 箇所あることｔスコッ

ター問題が存在することから迂回路案を含む抜本的ルート変

更の検討が必要となる。 

W-B3 
Vasai Rd. 

–JNPT 
89 C 

この区間の需給が逼迫するのは 2020 年である。 
この区間は土地の起伏が激しく広範囲な地形測量に基づくル

ート検討が必要である。Panvel 付近はトンネルとせざる得ない

可能性もあり、ルート決定には不確定要素が多い。 
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表 3-5 東回廊各区間の事業実施可能条件に関する技術的妥当性評価 

No. 区間 
区間長 
（km） 

カテゴリー 
評価結果 評価の主たる理由 

E-A1 
Mugal Sarai– 

Kanpur 
322 A 

2010 年に需給が逼迫する。Jeonathpur に既存 ROB が１橋ある

が、この ROB すぐ脇に逆サイホンの用水路があり、DFC の計

画高設定とあわせて ROB 架替えには慎重さ検討を要するが、

事業実施上重大な問題とはならない。ルート・停車場に関して

はガイドライン・デザイン通りに概略設計がなされれば技術的

にも環境的にも大きな障害は無く、本年中に EIA もクリアー可

能と思われる 

E-A2 
Kanpur  
–Khurja 

388 A 

2010 年に需給が逼迫する。市街地を 5 箇所の迂回で回避して

おり、架替え ROB は存在しない。ガイドライン・デザイン通りに

概略設計がなされれば技術的にも環境的にも大きな障害は無

く、本年中に EIA もクリアー可能と思われる 

E-A3 
Khurja  
–Dadri 

46 B 

2015年に需給が逼迫する。この区間は現在3線化工事が実施

されており、完了後は線路容量が増大するので短期的需要増

は既存線で対処可能である。西回廊の Rewari-Dadri 間の完成

に合わせての事業実施が妥当である。 

E-B 
Sonｎagar  

–Mughal Sarai 
127 C 

2015 年に需給が逼迫する。この区間のソン川橋梁工事が完了

するとこの区間が完全に 3 線化され、線路容量に余裕が生じ

る。この区間の DFC を整備するためには複雑な Mugal Sarai
JS の基本計画を確定させる必要があるが、これには追加的調

査・検討が必要である。 

E-C1 
Khurja–  
Kalanaur 

242 B 

同一区間の既存線の需給は 2010 年に逼迫するが、競合ルー

トである Khurja-Delhi-Ambala ルートの需給が逼迫するのは

2015 年。 
沿線の都市化が比較的進展しており、架替え困難な ROB が 2
箇所あり、迂回路案を含めた路線計画の見直しが必要である。 

E-C2 Kalanaur – 
Dhandorikalan 184 B 

2010 年に需給が逼迫する。 
沿線の都市化が比較的進展しており、市街地の大規模な既存

ROB が 3 箇所あり、架替え工事はきわめて困難と判断され迂

回路案を含めた路線計画の見直しが必要である 
 
 
 
 

3.5.2 区間を組み合わせた段階開発シナリオの設定 

前項までの検討に基づき本プロジェクトの段階整備シナリオの設定を行う。 

前項で各区間を 3 つのカテゴリーに分類したが、この分類に基づき各整備段階で事業とし

て独立して成立し事業効果を発揮できる区間の組み合わせを検討するとともに、各整備段

階で必要となる付帯事業の特定を行う。 

本整備シナリオでは以下の 3 整備段階を想定するものである。 

第 1 期-A 事業： 短中期的需給が逼迫しており、かつ近い将来の事業実施あたって支障

となる技術面・環境面の問題がない区間（カテゴリーA の区間）を組

み合わせた事業であり、かつひとつの事業として独立して事業効果を

発揮できる事業パッケージ。本事業は 2008-09 年度における JBIC ほか

国際金融機関による資金協力審査上の案件審査に耐えられると判断
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図 3-2 DFC 西回廊の段階整備シナリオ 

表 3-6 DFC 西回廊の段階整備シナリオ 

整備段階 
項目 

第 1 期-A 事業 第 1 期-B 事業 第 2 期事業 

整備 

区間 
Rewari－Vadodara 

Vadodara – Vasai Rd 

および Vasai Rd.－JNPT 

 

Dadri – Rewari 

 

W-A2a 

290km 

W-A2b 

368km 

W-A3 

124km 

W-B1 

136km 

W-B2 

344km 

W-B3 

89km 
W-A1 整備 

延長 
918km 433km 117km 

想定工期 6 年 8 年 6 年 

工事開始/

完了年 
2008-09* / 2013-14 2008-09 / 2015-16 2010-11 / 2015-16 

対象区間

選定の理

由 

既存線並行区間、迂回区間とも事業実施上

大きな障害となる技術面・環境面の要素はな

く、本年中に基本計画が確定できる見込み。 

当該には架替困難な多くの既存

ROB があり、ルートの再検討が必

要。 

Dadri/Rewari 間はトンネル

が計画されており、追加調

査を要する 

期待される

整備効果 

(1) Delhi 首都圏を含むインド北部と Gujarat
深海港群とが DFC で直結され基幹貨物

輸送力が増強される 

(2) 西回廊で大きなボトルネックとなっている

Ahmadabad と Vadodara 駅を DFC で迂回

できるので、JNP/Munbai 港からの貨物列

車運転も改良される。 

(1) 最 も 需 給 が 逼 迫 し て い る

Vadodara-Vasai Rd.の区間の

輸送力が改善され、JNP およ

び Mumbai 港と首都圏の貨物

輸送力が大幅に改善される 

(2) 西回廊最大の需要地であるＪ

ＮＰにＤＦＣが直結される 

(1) Delhi 首都圏の既存主

力 ICD（TKD、Dadri）に

接続され、首都圏の物

流ネットワークが改善さ

れる 

 

付帯的に

必要な 

整備事項

および 

留意事項 

【付帯的整備事業】 

(1) Delhi 首都圏の既存主力 ICD（TKD、

Dadri）に接続できないので、Rewari-Delhi

間に DFC コンテナ用の新 ICD の建設が

必要（本事業は DFC に不可欠であり、本

プロジェクトのスコープに含める） 

(2) 上記にあわせてRewari-Brar Square/Pate

ｌ Naga 間の電化。 

【整備事業実現のための条件】 

(1) 当該区間には建設困難な市

街地の架替え ROB が多数存

在する。この ROB は事業実

施上の大きな障害になるの

で、ROB 架替えの技術的妥

当性の検証および迂回路ル

ートの検討も含め早急な計画

の見直しが必要 

【整備事業実現のための条

件】 

(1) トン ネ ル計 画 地点 は

Eco-Sencitive Area に

あるとともに農耕地に

対する大きな影響を生

じると予想される。この

ため環境調査および

承認手続きに時間を要
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図 3-3 DFC 東回廊の段階整備シナリオ 

表 3-7 DFC 東回廊の段階整備シナリオ 

整備段階 
項目 

第 1 期-A 事業 第 1 期-B 事業 第 2 期事業 

整備 

区間 
Mughal Sarai－Khurja 

Khurja – Dadri および 

Khurja－Dhandori Kalan 

Son Nagar – 

Mughal Sarai 

E-A1 

322km 

E-A2 

388km 

E-A3 

46km 

E-C1 

242km 

E-C2 

184km 
E-B 整備 

延長 
710km 472km 127km 

想定工期 6 年 8 年 6 年 

工事開始

/完了年 
2008-09* / 2013-14 2008-09 / 2015-16 2010-11 / 2015-16 

対象区間

選定の 

理由 

既存線並行区間、迂回区間とも事業実

施上大きな障害となる技術面・環境面

の要素はなく、本年中に基本計画が確

定できる見込み。 

Khurja/D. Kalan の区間には架替困難な多く

の既存 ROB があり、数箇所でルートの再検

討が必要。 

Khurja/Dadri 間の需給が逼迫するのは 2020

年であり、西回廊の Rewari/Dadri 間の整備

にあわせるのが妥当 

需給が逼迫するのは

2025 年であり早期着

工に必然性は認めら

れない。 

期待され

る整備 

効果 

DFC 東回廊の需給の最も逼迫した区

間の整備であり、東回廊全体の輸送力

が増強される。 

(1) DFC 東回廊と西回廊が直結され、東西

方向の物流システムが増強される。 

(2) Delhi 都心部をバイパスいてインド北部と

西・東部が DFC で直結され、首都近郊の鉄

道輸送の混雑状況が改善される 

(1) Son Nagar まで直

結され、DFC 東回廊

全体が完成する。 

付帯的に

必要な 

整備事項

および 

留意事項 

【付帯的整備事業】 

(1) 東回廊のボトルネックとなっている

Mughal Sarai 駅を通過することになるた

め、既存 Mughal Sarai 駅の構内改良が

必要となる。 

【整備事業実現のための条件】 

西回廊第 1 期-A 事業実現のための条

件(1)-(6)と同じ条件整備が求められる。 

【整備事業実現のための条件】 

西回廊第 1 期-B 事業実現のための条件

(1),(2),(4),(5)と同じ条件整備が求められる。 

【整備事業実現のた

めの条件】 

Mugal Sarai J/S の大

規模で複雑なレイアウ

トを確定するとともに、

土地収用のための地

元との協議を早急に

開始すること。 

＊ インド式の年度記述法で 2008－09 は 2008 年度を指す 
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